
マ
レ
ー
シ
ア
i
F
T
A
と
自
動
車
政
策
の
転
換

特集/発展途上国の FTA

一
般
に
F
T
A交
渉
に
お
い
て
各
国
政
府
は
国

墜
李
力
の
な
い
産
業
を
ど
の
よ
う
に
扱
う
か
に

腐
心
す
る
。
通
常
こ
れ
ら
の
産
業
は
関
税
な
ど
に

よ
り
保
護
さ
れ
て
お
り
、
既
得
権
益
化
し
た
保
護

の
撤
廃
に
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
強
い
反
発
も

予
想
さ
れ
る
。

マ
レ
ー
シ
ア
は
発
展
途
上
関
と
し
て
は
野
心
的

な
国
家
王
導
に
よ
る
国
民
草
計
画
に
よ
り
自
動
車

産
業
の
発
展
を
目
指
し
た
。
裾
野
産
業
が
広
い
自

動
車
産
業
の
発
展
は
、
製
造
業
の
基
盤
強
化
だ
け

で
な
く
、
ブ
ミ
プ
ト
ラ
(
主
に
マ
レ
l
人
)
、
華

人
系
、
イ
ン
ド
系
住
民
か
ら
な
る
多
民
族
国
家
で

あ
る
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
、
商
工
業
部
門
へ
の
進
出

が
遅
れ
て
い
る
ブ
ミ
プ
ト
ラ
の
製
造
業
へ
の
参
入

を
促
進
す
る
と
い
、
主
位
割
も
担
っ
て
い
た
。
そ
の

た
め
国
民
車
メ
ー
カ
ー
の
保
護
が
、
一
九
八

0
年

代
半
ば
の
生
産
開
始
か
ら
長
き
に
波
っ
て
継
続
さ

れ
て
き
た
。
従
っ
て
、
日
本
と
の

F
T
A
(日
本

と
は
経
済
連
携
協
定
羽

E
P
Aを
締
結
し
て
お
り
、

以
下
で
は
日
マ

E
P
Aと
す
る
)
交
渉
で
も
マ
レ

ー
シ
ア
の
自
動
車
及
び
自
動
車
部
品
の
貿
易
自
由

化
が
一
つ
の
佐
官
…
で
あ
り
、
日
マ

E
P
Aは
自
動

車
政
策
の
見
宜
し
に
も
影
響
を
与
え
た
。

以
下
で
は
マ
レ
ー
シ
ア
の

F
T
A戦
略
と
同
聞

に
と
っ
て
は
最
初
と
な
る
日
マ

E
P
A
の
概
要
を

振
り
返
り
、
さ
ら
に
同
国
の
国
民
車
計
画
、
そ
し

て
自
動
車
政
策
の
変
化
を
み
る
。

マ

す

マ
レ
ー
シ
ア
の
従
来
の
貿
易
政
策
の
中
心
は
A

S
E
A
N自
由
貿
易
地
域

(
A
P
T
A
)
と
W
T

O
で
あ
っ
た
。
一
九
九
三
年
か
ら
始
ま
る
A
S
E

A
N域
内
で
の
貿
易
自
由
化
は
、

A
S
E
A
N
-発

足
当
初
か
ら
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
マ
レ
ー
シ
ア
に

穴
沢

民

と
っ
て
、
最
も
重
要
な
貿
易
枠
組
み
と
い
え
る
。

ま
た
、

W
T
O
の
枠
組
み
の
中
で
の
貿
易
自
由
化

を
目
指
し
て
き
た
マ
レ
ー
シ
ア
で
あ
る
が
、

W
T

O
で
の
交
、
渉
の
遅
れ
に
よ
り
、
そ
の
姿
勢
に
変
化

が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
れ
ら
A
F
T
Aと
W
T
Oが
貿
易
政
策
の
基

本
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
並
行
し
て
マ
レ
ー
シ
ア
が

近
年
F
T
A
へ
と
舵
を
切
る
に
至
っ
た
背
景
と
し

て、

A
S
E
A
N内
の
近
隣
諸
屈
の
動
向
を
あ
げ

る
こ
と
が
で
き
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
ア
ジ
ア
経

済
危
機
の
後
、
二
国
間
F
T
A
の
導
入
に
向
か
い
、

さ
ら
に
、
タ
イ
も
タ
ク
シ
ン
前
政
権
下
で

F
T
A

に
対
し
て
積
極
的
な
姿
勢
を
と
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
世
界
的
な
潮
流
と
も
連
動
す
る
近
隣

諸
国
の
域
外
諸
国
と
の

F
T
A重
規
の
動
き
は
、

マ
レ
ー
シ
ア
の
貿
易
政
策
に
も
影
響
を
与
え
た
。

ま
た
、

F
T
A、
特
に
ニ
国
間
協
定
は
多
国
間

協
定
に
比
べ
、
そ
の
交
渉
が
容
易
で
あ
る
。
そ
し

て
、
実
際
に
は
貿
易
の
自
由
化
だ
け
で
な
く
、
投

資
、
サ
ー
ビ
ス
、
経
済
協
力
な
ど
包
括
的
な
内
容

を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
よ
り
強
力
な
経
済
開
係
を

構
築
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
利
点
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
背
島
安
乞
も
と
に
、
マ
レ
ー
シ
ア
は

ま
ず
日
本
と
の

R
P
A交
一
渉
を
ニ

O
O四
年
に
開
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始
し
た
。
こ
れ
は
二

O
O五
年
五
月
に
大
筋
合
意

に
達
し
、
ニ

O
O六
年
七
月
に
発
効
し
て
い
る
。

日
マ

E
P
A
に
続
き
、
現
在
マ
レ
ー
シ
ア
は
米
固

な
ど
六
カ
国
と
F
T
A
の
交
渉
を
行
っ
て
い
る
。

マ
聞
い
也
冊
目

p

日
マ

E
P
Aは
ニ

O
O二
年
の
小
泉
首
相
(
当

時
)
の

A
S
E
A
N歴
訪
の
際
に
提
唱
さ
れ
た
日

本
A
S
E
A
N包
括
経
済
連
携
構
想
に
端
を
発
す

る
。
こ
れ
に
呼
応
す
る
よ
う
に
、
二

O
O二
年
一

一
一
月
に
マ
ハ
テ
ィ
l
ル
首
相
(
当
時
)
が
日
本
マ

レ
ー
シ
ア
経
済
連
携
構
想
を
打
ち
出
し
、
日
本
と

の
E
P
A諦
結
に
積
極
的
な
姿
勢
が
示
さ
れ
、
二

O
O一
二
年
両
国
の
関
で
日
マ

E
P
A作
業
部
会
を

設
置
す
る
こ
と
に
合
意
し
た
。
マ
ハ
テ
ィ
l
ル
首

相
(
当
時
)
は
首
相
就
任
早
々
日
本
や
韓
国
の
労

働
倫
理
に
学
ぶ
と
い
う
ル
ッ
ク
・
イ
ー
ス
ト
政
策

を
打
ち
出
す
な
ど
、
日
本
に
対
し
て
好
意
的
な
姿

勢
を
一
不
し
て
い
た
こ
と
も
、
交
渉
開
始
に
弾
み
を

つ
け
た
と
い
え
る
。

正
式
交
渉
開
始
の
合
意
を
受
け
、
早
速
二

O
O

四
年
一
月
か
ら
第
一
匝
の
交
渉
が
開
始
さ
れ
た
。

し
か
し
、
同
年
二
月
ま
で
の
合
計
六
田
の
交
渉

で
は
、
自
動
車
な
ど
焦
点
と
な
る
製
品
の
貿
易
自

自
化
や
投
資
・
サ
ー
ビ
ス
関
連
を
除
い
て
、
合
意

に
向
け
て
の
準
備
が
進
ん
だ
も
の
の
、
こ
れ
ら
懸

案
事
項
に
つ
い
て
は
、
よ
り
高
い
レ
ベ
ル
で
の
折

衝
が
必
要
な
段
階
に
入
っ
た
。

二
O
O五
年
に
入
り
次
官
級
レ
ベ
ル
の
会
合
が

持
た
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
事
態
が
大
き
く
進

展
す
る
の
は
、
問
年
四
月
の
中
川
経
産
相
(
当

時
)
と
ラ
フ
ィ
ダ
通
産
相
と
の
会
談
に
お
い
て
で

あ
っ
た
。
マ
レ
ー
シ
ア
に
と
っ
て
戦
略
的
産
業
で

あ
る
自
動
車
産
業
を
ど
の
よ
う
に
扱
う
か
に
つ
い

て
は
官
僚
で
は
な
く
大
臣
ク
ラ
ス
の
判
断
が
必
要

で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
日
本
が
タ
イ
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
と
E
P
A締
結
に
向
け
て
の
交
渉
を
進
め
て
お

り
、
マ
レ
i
シ
ア
と
し
て
も
日
本
と
の
E
P
A締

結
を
急
が
ね
ば
な
ら
な
い
状
況
に
あ
っ
た
。

そ
し
て
一
一

O
O五
年
五
月
の
日
マ
首
脳
会
談
で

E
P
A交
渉
の
大
筋
合
意
が
確
認
さ
れ
、
締
結
に

向
け
て
の
条
文
の
壁
疋
な
ど
の
作
業
が
続
け
ら
れ
、

同
年
一
一
一
月
の
署
名
を
経
て
、
二

O
O六
年
七
月

一
一
一
一
日
に
日
マ

R
P
Aが
発
効
し
た
。

次
に
合
意
内
容
に
つ
い
て
み
て
行
く
。
日
マ

E

P
A
の
物
品
市
場
ア
ク
セ
ス
に
関
す
る
合
意
内
容

は
表
l
の
通
り
で
あ
る
。
国
民
寧
と
競
合
す
る
ク

ラ
ス
で
あ
る
こ

o
o
o
m未
満
の
乗
用
率
に
つ
い

て
は
、
日
マ

E
P
A発
効
後
、
毎
年
五
%
、
ず
つ
関

税
を
軽
減
し
、
最
終
的
に
、
二

O
一
五
年
に
関
税

を
撤
廃
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
他
の
ク
ラ
ス
に
比

べ
、
関
税
の
軽
減
を
遅
ら
せ
た
と
こ
ろ
に
日
本
側

の
マ
レ

i
シ
ア
の
国
民
車
に
対
す
る
配
患
が
う
か

が
え
る
。
な
お
、
自
動
車
産
業
丘
響
力
強
化
に

向
け
、
日
本
側
の
協
力
も
実
施
さ
れ
る
。
そ
の
他

の
工
業
製
品
に
つ
い
て
も
開
表
に
あ
る
よ
う
に
、

鉄
鋼
関
連
、
電
気
・
電
子
製
品
、
繊
維
・
衣
類
、

化
学
品
で
マ
レ
ー
シ
ア
が
関
税
を
即
時
も
し
く
は

段
階
的
に
撤
廃
す
る
。

市
場
ア
ク
セ
ス
以
外
の
合
意
事
項
は
、
近
年
停

滞
気
味
の
日
本
か
ら
の
対
マ
レ
ー
シ
ア
直
接
投
資

を
拡
大
す
る
奇
闘
も
あ
り
、
内
国
民
待
遇
な
ど
投

資
環
境
の
弦
菅
乞
促
進
す
る
事
項
が
合
ま
れ
て
い

る
。
ま
た
、
知
的
財
産
の
保
護
や
ビ
ジ
ネ
ス
環
境

の
整
備
な
ど
も
、

E
系
企
業
の
マ
レ
ー
シ
ア
で
の

活
動
を
側
面
か
ら
支
援
す
る
役
割
を
担
う
も
の
で

あ
る
。
そ
の
他
に
日
本
か
ら
の
経
済
協
力
に
つ
い

て
も
合
意
が
な
さ
れ
た
。

次
に
日
マ

E
P
A
の
焦
点
で
あ
っ
た
マ
レ
ー
シ

ア
の
自
動
車
産
業
を
取
り
上
げ
る
。
特
竿
す
べ
き

は
河
国
の
国
民
車
計
覇
で
あ
る
。

マ
レ
ー
シ
ア
の
自
動
車
産
業
は
、
一
九
七
0
年

代
ま
で
は
外
資
と
の
合
弁
企
業
が
乱
立
す
る
状
況

に
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
マ
レ
ー
シ
ア
は
一
九
八
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鉱工業品の関税に関する合意(マレーシア側)表1

(出所)経産省のホームページをもとに筆者作成。

0
年
代
に
入
り
、
マ
レ
ー
シ
ア
重
工
業
公
社

(
H

I
C
O
M
)
と
日
本
人
曇
来
と
の
合
弁
で
一
九
八
三

年
に
プ
ロ
ト
ン
社
を
設
立
し
、
同
社
は
一
九
人
五

年
か
ら
マ
レ
ー
シ
ア
で
初
め
て
の
自
動
車
の
一
貫

生
産
を
開
始
し
た
。
当
時
か
ら
狭
い
閣
内
市
場
と

い
う
一
制
約
に
よ
り
、
規
模
の
経
済
が
強
く
働
く
自

動
車
産
業
に
お
い
て
由
民
車
計
画
に
疑
問
を
持
つ

声
も
あ
っ
た
が
、
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
前
首
相
の
強
い

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
計
画
は
着
手
さ
れ
た
。

プ
ロ
ト
ン
社
の
参
入
に
よ
り
、
自
動
車
産
業
の

様
相
は
一
変
し
、
一
九
八

0
年
代
後
半
に
は
プ
ロ

ト
ン
社
の
市
場
シ
ェ
ア
は
七
割
近
く
に
ま
で
達
し

た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
政
府
に
よ
る
強
力
な
保

護
の
も
と
で
可
能
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

問
時
に
裾
野
産
業
の
育
成
も
進
め
ら
れ
、
自
動
車

部
品
の
関
税
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
プ

ロ
ト
ン
社
は
地
場
企
業
、
特
に
ブ
ミ
プ
ト
ラ
企
業

か
ら
の
部
品
の
購
入
を
優
先
し
て
い
っ
た
。
一
九

人
八
年
か
ら
は
政
府
の
支
援
も
受
け
な
が
ら
、
ブ

ミ
プ
ト
ラ
企
業
の
育
成
を
本
格
化
し
、
プ
ロ
ト
ン

社
に
よ
る
地
場
企
業
へ
の
巡
屈
題
等
や
、
日
本
企

業
と
の
技
術
提
携
な
ど
が
進
め
ら
れ
た
。
一
九
九

六
年
以
降
、
プ
ロ
ト
ン
社
に
よ
る
地
場
企
業
育
成

の
義
務
は
な
く
な
り
、
表
向
き
同
社
の
負
担
は
軽

減
さ
れ
た
が
、
間
社
と
協
力
企
業
と
の
取
引
関
係

が
即
座
に
変
わ
る
こ
と
は
な
く
、
同
社
に
と
っ
て
、

小
規
模
で
撃
カ
の
な
い
地
場
企
業
と
の
取
引
関

係
が
競
争
力
向
上
の
足
榔
と
も
な
っ
て
い
た
。

マ
レ
ー
シ
ア
は
プ
ロ
ト
ン
社
に
替
口
、
一
九
九

四
年
に
第
二
国
民
車
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
プ
ロ
ド
ゥ

ア
社
を
E
本
企
業
と
の
合
弁
で
立
ち
上
げ
、
同
社

は
軽
自
動
車
の
生
産
を
開
始
し
た
。
そ
の
後
、
商

業
車
、
ト
ラ
ッ
ク
で
も
国
民
車
メ
ー
カ
ー
が
設
立

さ
れ
た
が
、
生
産
規
模
で
は
プ
ロ
ト
ン
社
と
ブ
ロ

ド
ゥ
ア
社
が
突
出
し
て
い
る
。
田
氏
率
メ
ー
カ
ー

が
閣
内
市
場
の
大
半
を
占
め
る
状
況
は
他
の
発
展

途
上
国
で
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
様
々
な

形
で
由
民
車
メ
ー
カ
ー
へ
の
保
護
が
饗
腕
さ
れ
て

き
た
。

τA丹、
A
F
一i

国
民
事
メ
ー
カ
ー
を
保
護
す
る
政
策
は
、
保
護

の
継
続
に
よ
る
非
効
率
性
と
そ
れ
に
伴
う
競
争
力

の
欠
如
、
そ
し
て
消
費
者
の
負
祖
の
観
点
、
さ
ら

に
は
A
F
T
A
の
も
と
で
の
関
税
引
き
下
げ
を
決

め
た
共
通
効
果
特
恵
関
税

(
C
E
P
T
)
ス
キ
ー

ム
に
よ
り
、
変
化
の
兆
し
を
見
せ
始
め
た
。
そ
の

一
例
と
し
て
、
第
二
次
工
業
マ
ス
タ
ー
0

フ
ラ
ン

(
一
九
九
六

1
二
O
O五
年
)
で
は
A
P
T
A
の

も
と
で
の
貿
易
自
由
化
を
視
野
に
入
れ
、
自
動
車

産
業
の
競
争
刀
強
化
に
向
け
た
研
究
開
発
の
振
興

な
ど
の
方
向
性
も
打
ち
出
さ
れ
て
い
た
。

ち
な
み
に
、

A
F
T
A
の
C
E
P
T
ス
キ
l
ム

で
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
は
二

O
O二
年
ま
で
に
域
内

製
品
に
対
す
る
関
税
を
五
%
以
下
に
引
き
下
げ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
マ
レ
ー
シ
ア
の

自
動
車
関
連
品
目
は
当
初
、
一
時
的
除
外
品
目
に

指
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
後
二

0
0
0年
に
、
二

O
O五
年
一
月
一
日
か
ら
こ
れ
ら
を
適
用
品
目
リ

ス
ト
へ
移
行
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
二

O
O五
年
の

C
E
P
T
ス
キ
ー

ム
の
も
と
で
の
段
階
的
な
関
税
の
引
き
下
げ
開
始
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期
限
に
先
立
ち
、
一
一

0
0間
年
に
マ
レ
ー
シ
ア
は

輸
入
車
と
組
立
用
部
品
の
関
税
を
引
き
下
げ
た
。

し
か
し
、
関
税
の
引
き
下
げ
に
呼
応
し
て
、
こ
れ

ら
に
対
し
て
は
新
た
に
物
品
税
が
課
さ
れ
、
そ
れ

は
輸
入
関
税
の
減
少
分
を
ほ
ぼ
相
殺
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。
政
府
は
物
品
税
の
引
き
上
げ
は
、
関
税

収
入
の
減
少
を
補
填
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
見
解

を
示
し
た
。

一一

O
O五
年
一
月
に
C
E
P
T
ス
キ
ー
ム
の
も

と
で
の
関
税
の
間
引
き
下
げ
が
行
わ
れ
た
が
、
前
年

間
様
、
物
品
税
が
賦
課
さ
れ
、
自
動
車
産
業
を
保

護
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ

れ
は
A
h
P
T
A
の
流
れ
に
も
反
す
る
も
の
で
あ
っ

た。
し
か
し
、
そ
の
後
、
自
動
車
産
業
へ
の
対
応
は

大
き
く
変
化
す
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
日

マ
E
P
A
の
二

O
O五
年
五
月
の
合
意
に
お
い
て

自
動
早
と
自
動
車
部
品
の
関
税
撤
廃
の
流
れ
が
確

定
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

A
P
T
A
の
C
E
P
T

ス
キ
!
ム
と
並
行
し
て
、
日
マ

E
P
A
の
も
と
で

の
関
税
引
き
下
げ
に
も
対
応
し
た
自
動
車
産
業
の

方
向
性
を
示
す
必
要
に
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

マ
レ
ー
シ
ア
の
自
動
車
産
業
に
と
っ
て
は
日
マ
E

P
A
の
影
響
が
よ
り
大
き
か
っ
た
と
い
え
る
。
自

動
車
大
国
で
あ
る
日
本
と
の
貿
易
自
由
化
の
衝
撃

は
計
り
知
れ
な
い
。
そ
し
て
、
日
マ

E
P
Aは
す

で
に
こ

O
O四
年
か
ら
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
た

新
た
な
自
動
車
政
策
の
策
定
に
も
影
響
を
与
え
る

こ
と
に
な
り
、
当
初
の
予
定
で
は
ニ

O
O五
年
五

月
か
ら
六
月
に
公
表
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た

国
家
自
動
車
政
策
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
延
期
さ
れ

た。
予
定
よ
り
大
幅
に
遅
れ
て
ま
ず
ニ

O
O五
年
一

O
丹
に
国
家
自
動
車
政
策
の
枠
組
み
が
公
表
さ
れ

た
。
最
終
的
な
政
策
の
決
定
を
前
に
そ
の
枠
組
み

が
出
さ
れ
た
こ
と
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
自
動
率
政

策
に
つ
い
て
の
方
向
性
を
極
力
早
ノ
¥
知
り
た
い
と

い
ろ
内
外
か
ら
の
要
望
に
応
え
る
た
め
で
あ
っ
た
。

同
枠
組
み
で
は
囲
内
の
生
産
的
恥
力
過
剰
が
指
摘
さ

れ
、
国
民
草
メ
ー
カ
ー
、
特
に
プ
ロ
ト
ン
社
と
プ

ロ
ド
ゥ
ア
社
の
二
社
を
中
心
と
す
る
体
制
が
再
確

認
さ
れ
た
。
国
家
自
動
車
政
策
の
公
表
前
に
各
レ

ベ
ル
で
掠
々
な
会
合
が
持
た
れ
、
最
終
的
な
詰
め

の
作
業
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
中
で
は
、
特
に
プ

ロ
ト
ン
社
の
取
り
扱
い
や
マ
レ
ー
シ
ア
の

A
S
E

A
N域
内
で
の
ハ
ブ
化
が
焦
点
と
な
っ
て
い
た
。

そ
し
て
、
一
一

O
O六
年
三
月
一
一
一
一
日
に
最
終
的

に
国
家
自
動
車
政
策
が
公
表
さ
れ
た
。
同
政
策
の

主
目
的
は
自
動
車
部
門
、
特
に
国
民
車
メ
ー
カ
ー

の
競
争
力
強
化
、

A
S
E
A
N域
内
で
の
ハ
ブ
化
、

園
内
の
付
加
価
値
や
能
力
の
向
上
、
輸
出
能
力
の

向
上
、
ブ
ミ
プ
ト
ラ
の
参
/
加
促
進
、
消
費
者
の
利

益
の
確
保
で
あ
る
。
同
政
策
は
貿
易
、
投
資
の
自

由
化
が
進
む
中
で
の
マ
レ
ー
シ
ア
の
自
動
車
産
業

の
今
後
に
つ
い
て
、
ニ
疋
の
方
向
性
を
示
し
た
も

の
で
あ
る
。

日
マ

E
P
A
で
の
マ
レ
ー
シ
ア
側
の
最
大
の
懸

案
事
項
は
自
動
車
関
連
の
関
税
引
き
下
げ
で
あ
っ

た
。
国
民
車
計
画
の
も
と
マ
レ
ー
シ
ア
は
自
動
車

産
業
を
戦
略
的
な
産
業
と
位
置
付
け
、
そ
の
発
展

の
た
め
に
関
税
等
に
よ
る
保
護
を
控
腕
し
て
き
た
。

国
民
車
計
翻
は
貿
易
自
由
化
の
対
極
に
あ
っ
た
の

で
あ
る
。
A
F
T
A
に
参
加
し
た
時
点
で
、
将
来
的
な
自

動
車
関
連
の
貿
易
自
由
化
は
既
定
路
線
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
マ
レ
ー
シ
ア
は
国
民
事
メ
ー
カ
ー
、
特

に
プ
ロ
ト
ン
社
の
競
争
力
が
欠
如
し
て
い
た
た
め
、

関
税
引
き
下
げ
を
相
殺
す
る
よ
う
な
物
品
税
の
導

入
な
ど
の
措
置
に
よ
り
保
護
を
続
け
た
が
、
貿
易

自
由
化
の
波
に
は
抗
し
き
れ
な
く
な
っ
て
い
た
。

ま
た
、

A
S
E
A
N域
内
で
は
い
ち
早
く
自
動
車

産
業
を
外
資
に
開
放
し
た
タ
イ
で
日
系
企
業
を
中

心
に
産
法
案
積
が
進
ん
で
お
り
、
マ
レ
ー
シ
ア
は

競
争
力
と
い
、

1
瓜
で
タ
イ
の
後
塵
を
拝
す
る
に
至

っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
日
マ

E
P

A
を
機
に
自
動
車
政
策
の
転
換
が
は
か
ら
れ
た
の

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
自
動
車
産
業
へ
の
保
護
の
撤

廃
は
二

O
O一
一
一
年
の
マ
ハ
テ
ィ
l
ル
前
首
相
か
ら

ア
ブ
ド
ラ
首
相
へ
の
政
権
の
移
行
に
よ
り
可
能
と

な
っ
た
と
い
え
る
。
国
民
車
の
生
み
の
親
で
あ
っ

た
前
首
相
の
政
権
下
で
は
自
動
車
政
策
の
転
換
は

臨
難
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

国
家
自
塾
事
政
策
は
緒
に
就
い
た
ば
か
り
で
あ

り
、
同
政
策
の
も
と
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
自
動
車
産

業
の
競
争
力
が
向
上
す
る
か
否
か
、

A
訟
の
動
向

を
見
守
る
必
要
が
あ
る
。

(
あ
な
ざ
わ
ま
こ
と
/
小
樽
商
科
大
学
商
学

部
教
授
)
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